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保健婦の現在の育児観一紙おむっを中心に一一

研究第3部加藤忠明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方である。布おむつと掬絞して紙おむつの方力吸収はよ

　1　研究目的　　　　　　　　　　　　　　　　　い力文他の性能はあまり良くないと感じている儂建婦が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多かった。他の母親対象の調査3》と比較して否定的な意

　日本では、従来おむつといえば布おむつとおむつカバ見が保健婦に多かった。保健婦の年代別の此較では・紙

一の組み合わせが一般的に使われていたカ～1㈱年代前おむつの方が良いと思わない割合力伽歳代の28。5％に対

半に高分子吸収体を｛鯛した改良型紙おむつ（使い捨て　し、蹴毫では54．3％と年配者ほど多く、実際に紙おむ

おむつ）力欄発され、1蜥年の紙おむつの転換率齢　つを使用したことのない保健婦に否定的な意見が多かっ

むつ数量÷年間おむつ取り替え回数×100）はスウェー　た。紙おむつの方力～赤ちゃん亭こ（やや〉良い2。0％亭こ

デン100％、フランス98％、西ドイツ90％、アメリカ75 対し、母親に（やや）柳185．0％は対照的であった。

％と報告されているD。日本ではまだ25％であるが1》、　第2因子は・便利な育児用品を育児に使うことの是非

首都圏を対象とした花王㈱の翻査では1984年11％、1985　に対する考え方である。意見が大きく分かれていたカ～

年22％、1螂年30％、1蜥年42％、1蝋％、と報告　保健婦の年齢による考え方の差が大きかった。全割瓶お’

されているので、今後増加することが予想される2》．　　むつだと手抜き育兜であ筒と思う割合は、 20歳代の10。9

　現往、紙おむつなど便利な育児用品力率一般に市販され　％に対し、50歳代では認，6％であり、紙おウつは蘇の

ている力文それらの懊用の功罪に関しては、専門家でも　無駄使いであると思う率は、20代13。3％、50代β6？1％で

意見が分力・れることが多い。また、生活の多様化ととも　あった。

にいろいろな育児観がみられる。それらに関して現場で　　第3因子は、女性の社会活勤への参加に対する考え方

育児相淡や保健指導を行っている保健婦に蘇碍紙調査を　である．　（ややそう思うも含める毒）それが可能になる

行い、保健婦の現在の育児観を分析すると同時に、母子　ように保育の充実を94．9％・また夫の積極的育児参加を

保健や育児に関する情報をどこから得ているか知り、よ　96．9％の保健婦が望んでいた。ことに20～30歳代でそう

り良い指導が行えるように獄を分祈したい。　　　　　思う保健婦力移かった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第4因子は、昔と比較した現在の乳幼児を取り巻く状

　皿　対象と方法　　　　　　　　　　　　　　　況に対する考え方である。どちらともいえない・または

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　余りよくないと感じている保健婦力矧）％以上を占めてい

　全国の保健所に対して購を1988年マ月に郵送し、　た。年配の保健婦ほど今の状況が良くないと思っている

1833名の保健婦より有効回答を得た。保健婦の年齢は、　割合が多かったo

燃1．4％、繍》5．8％、40歳f粗1。9％、50歳代　　　第5因子は、伝統的な母子の生活に関する考え方であ

4．7％であり、子どもなしは26・5％・子ども1人が23・8り、意見が分かれていた。保健婦の年齢別の比較では・

％・2入33．8％・3人以上15．9％であった。　　　　　　3歳までは母親の手で育てるべきであると黒う割合が・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30歳代は18．9％と最も少なく、50歳代は53，2％と多かっ

　皿結果　　　　　　　　　　　　　　 　た。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．おむつに関する指導

　1。育児観に関する因子分析　　　　　　　　　　　　　日頃のおむつの指導について・布か紙かの選沢を間わ

　紙おむつ使用の是非など保健嘱の現在の育児観に関す　れた場合は、母親の好みでよい15．3％、布おむつがタい

る24個の質問項目を、因子分析した結果に基づいて次頁　8．5％・基本的にぱ布を使用し・夜や外出時には紙を使

の表に示す。因子分析に関しては、バリマックス回転後　ってもよい田。0％・紙おむつがよい0・1％・その他19・1

の因子負荷量を第5因子まで算出した中で、±0。20を超　％であった。母親の好みでよいと回答した保健婦の割合

えたものを表に示す．　　　　　　　　　　　　　　は・若い保健婦ほど多く・4歳以上の子どものみをもつ

　第1因子は、紙おむつそのものの性能に関しての考え　保健婦520入中9・8％に対し・O～3歳の子どものいる
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表紙おむつ使馬の是非など保健婦の育児観
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昔に比べ今の育児はよい
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母親の生活は子ども中心に

育児は代々教わった方法で
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保健婦7認人中では19．5％と多かった。　　　　　　　ていきたい。メーカーの広告をうのみにした育児をする

　3。母子保健や育児全般に関する情報源　　　　　 のではなく、育児の基本的な部分（育児は本来どうして

　母子保健の情義をどこから得ているかという質問では　も時間と手間がかかるものであり、その過程、母子の気

1833名中利用の最も多かった雑誌はr地域保健」で516持ちのふれあいが大切である。）を見失わずに・地域社

名、以下「生活教育」496名、「保健婦雑誌」307名、　会の実情に合わせて、できれば、父母が話し合いながら、

r愛育」禦0名、　r母子保腱情報」143名と続いていた。母親がのびのび育児をしてほしい。そのためには正しい

新聞等の刊行物の利朗では多い順にr母子保健』646名、情報をもとにした育児侭関する議論をもっと高めてほし

「家族と健康』　352名、　「母子健康センター」　2盟）名、　い。』という意見が比較的多かった。

「家族計画』145名、　「朝日新聞』115名であった。講

演や研修ぱ77名であり、その梅各種の新聞、各種の育　　IV考察

児雑誌、「小児保健研究jなどの専門誌がそれぞれ数十

名いた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　因子分析の結果群嵐累穰寄与率が第5因子で28。9％と

　育児全般の一般的な情報をどこから得ているかという　低かったので・各因子は保腱婦の様々な育児観の中で小

質間で最も多かった雑誌はrざ・おむつjで332名、以　さな面のみをとらえていると考えられる。育児観や母性

下rベビーエイジ」191名、f地域保健」163名、r生の問題はデリケートな部分が多、く・単に＋一では表現し

活教育』　151名、　「ビーアンド」　116名と続いていた。　づらい面力移くあるのであろうg

新聞等の刊行物の利用では多い順にぐメーカー等のパン　　第1・2・3因子をあえて 2次元で表示すると・綿お

フレット類243名、　r母襯　193名、　r家族と健康　むつ肯定派・梛！な育児用品肯定派・また女性の社会参

』106名、「母撒センターj81名、嘲日新聞』69加龍派とは、お互い関連しても、だ。女働魁会参加す

名であった。デパートや店頭で実物を見て71名、テレビ　るために・便利な育児用品は都合が良い力文紙おむつの

やラジオ33名であり、その他・各種の育児雑誌・各種の　儀能に関しては多少不安を持っている保健婦が多いよう

新聞などがそれぞれ数十名いた。　　　　　　　　　　　であった。

　4。自由意見　　　　　　　　　　　　　　　　　　因子分析した多くの質問項目に関して保腱婦の年代別

　自由記載に関しては、紙おむつの問題点として交換回　の考え方の差は大きかった。各々の年代の保健婦は、専

数、ことに広告をうのみにして回数が少ないこと力咽る門的知織をいかしながらも、自分自身の生潜、また子育

力～こまめに交換（ぬれたら取り換え）すれば、問題が　てのヒとを念頭においた考え方、育児観が主体であるよ

ないという意見が最も多かった。その他、おむつ力霜れ、うに考えられる。若い保健婦ほど、保育の充実や父親の

おむつ離れヘゴミ処理・経済性、メーカーによる差、股育児参加を求め・便利な育児用品は上手に利用していき

関節開誹繊のある乳児への使用、などの問題があげら　たいと考えているなど・現在の育児を取り巻く状況を現

れていた。しかし、紙おむつは、個々の子ども、また各実的にとらえているようであった。3歳までは母親の手

々の家庭に合った使い方を工夫して上手に利用すれば良で育てるべきであると思う割合力㏄歳代で最も少なかっ

いという意見が多かった。　 　　　　　　　　　　　たのは・現実に子育てをしながら仕事をしている保腱婦

　育児全般に関する自由記載でば各々の保健婦が箕剣力鵬歳代に一番多いからであろう。

に現在の母子の実情を考え模索している様子がうかがえ　　おむつに関しては・紙おむつの行き過ぎた広告を問題

た。全てをまとめることは紙面の都合上困難であるカ～　視する意見は多かったカ～硬い方を誤らなければ、布お

　r時代の流れと共に種々の育児用品・製品が市飯され・　むつでも紙おむっでも・各々の家庭の判断で良いと考客

それらに関して、また育児全般に関しても情報澱琵乱し　られる◎

ている。何が良い悪い（例え蔭浜布おむつ＝良い、紙お　　育児の恒報源として保健婦の回答が最も多かった「ざ

むつ＝手抜き＝悪い等）ではなく、育児を取り巻く環境　・おむつ』は・紙おむつパンパースを開発しているP＆

全体（例えば、便利な育児用品が出回り、余裕がでて余　G社が提供している情報誌である。その中にはメーカー

った時間を親子が共に有益に過ごすためにはどうしたら　として紙おむつに関して知ってほしい内容ガ多く記載さ

良いか・また逆に、生活に追われ育児について考える余　れているカ～読者である保健婦はそれをそのままとらえ

裕のない親にっいてはどうしたら良いが導）、を考えなが　ずに、より主体的な自分達なりの意見をもっていた。保

ら、種々の蝦報を親自身が考えながら整理（例えば・紙健婦達は・昔からの育児のあり方の良さを多く認めなが

おむつの長所や欠点）できるよう、保健婦として指導し　ら、｛鄭1な物は適宜使用（指導〉してみて矧了錨誤して
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いると考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　本研究は、東京都母子衛生蹴住友眞佐美、育児研究

日本騨一購単一藷であり・頒があれ囎鋤会磁厳、花王噸2懸セン外、奥田欺序
な種々の情報を一般の人々はすぐ知ることができる。し　と共同で行い、第36回日本小児保健学会において報曽し

かし・ことに育児情報に関しては、専門的立場で種々の　た。また、回答いただいた全国腺健所の保健婦・および

角度から議論を重ねた上で、一般化されることが望まれ御指導御鞭燵いただいた日本総合愛育研究所平山宗宏所

る。現在の保健婦達はその一翼を担っていると考えられ島花王㈱第2家庭品センター荒澤敦子室長に深謝いた

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　します。

V　結語

　全国の保倒賊建婦1833名を対象に、紙おむつ使用の

是非など、現在の育児観に関する質間紙調査を行った．

女性の社会活勤への参瓜便利な育児用品使用、紙おむ

つ膚定とは、、因子分析によればお互い関連していた。女

性の社会活勤への参加は肯定する保健婦が多かったカ～

紙おむつの性能、また、便利な育児用品の硬用の腓に

関しては・保健婦の年齢による考え方の差が大きく年配

1）

2）

の保健婦ほど否定的であった。おむつに関しては、適切　3）

な使い方をすれぱ、布でも紙でも良いと考えられる。
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